













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































戦後青森県の民選知事 ①　津島文治知事（1947 ～ 1956 年）
― 235 ―
るいはそれも、響いたのかもしれない。その後、
津島は参議院に鞍替えする。
（2）参議院議員時代
津島文治はかつて、「参議院というところは
しー、齢をとって孫のお守りをするようになっ
てから行ぐところでね」とポツリと漏らしたこ
とがある。いって見れば、津島は政治家の終着
駅が、参議院議員になるのだという意味で、意
見を述べたのであろう（秋山、前掲書『知事交渉十
五年』、130頁）。その参議院議員選に、津島は
1965年7月4日、青森地方区から出馬・当選し
た。時に、津島は67歳に達していた。いわば
老境の時期に入りつつあった。
佐藤尚武・参議院議員は、1965（昭和40年）
6月1日、任期満了と同時に引退表明した。そ
の後釜を狙って、自民党から公認申請者が10
名もでた。当然、元衆議院議員の津島文治も立
候補した。結局、全県的に知名度があり推薦支
部も多かった津島が公認と決定され、他の申請
者は辞退した（木村良一『青森県参議院選挙』〔北方
新社、1989年〕、34頁）。当初、自民党県連は前知
事の山崎岩男を公認し、挙党体制が整っていた。
ところが、1964（昭和39）年11月、山崎が風
邪をこじらせて急死、亡父の意思を継ぐとして息
子の医師・山崎竜男が無所属で立候補した。（『東
奥年鑑　昭和40年版』〔東奥日報社、1965年）
選挙の結果は、津島が18万3,439票獲得、13
万6,652票を獲得した山崎を約5万票離して当
選、津島はその勢いをかって、1971（昭和46）
年には26万633票という圧倒的票を得て再選さ
れた。津島文治は、73歳の高齢に達していた。
参院議員時代の津島の政治活動を見ると、
1965年、参議院議員に当選した議員を集めて
「初心会」と名乗る同期会を結成して、その会
長となり30名の同期議員たちと政策、予算、
および人事面で政策集団として活動している。
また、1972年5月の自民党総裁選の時には、大
平正芳を中心とした宏池会―参議院では「火曜
会」と称したグループの一員として、大平政権
実現のために尽力、参議院政策懇談会を立ち上
げ、津島はその会長に就任した（藤田正明「真摯
の政治家」、前掲書『清廉一徹』、64～65頁）。
しかし、その1年後の1973（昭和48）年5月
6日、津島文治は死去する。死因は老衰に肺炎、
栄養失調ともいわれた。享年75歳、ここに、
長年にわたった津島家の家長、そして政治家・
津島文治の時代は終わりを告げたのである（鎌
田、前掲書『津軽・斜陽の家』、15頁）。
津島文治は晩年になってから、参院地方区か
ら文治自身、衆院二区から田沢、そして衆院一
区から雄二という具合に、赤じゅうたんを娘婿
と弟の婿を引き連れて歩くことを願い、大きな
夢を膨らましていたという。実際、文治が死去
した後、津島雄二は衆議院議員に当選している。
2014年現在、青森県の衆議院議員は全て世襲
議員で占められており、津島家とてその例外で
なく、津島淳が2012年の総選挙で青森一区か
ら再出馬し7万3,237 票を獲得して当選、自民
党所属の衆議院議員一期目を務めている。淳の
父は元・自民党衆議院議員の津島雄二で、母方
の祖父は作家の太宰治である。また、元・民主
党衆議院議員の津島恭一は従兄弟に当たる。国
会議員の「世襲制」が、今日国民の厳しい批判
の対象になっているだけに、“政治関係者”た
ちの意識向上が望まれる。
５．おわりに
　　―「政治家」津島文治の評価
東奥日報紙は、1973（昭和48）年5月8日に
社説で「津島文治氏の死を悼む」と題する、
“政治家”津島の死と業績をたたえる記事を掲
載した。
― 236 ―
専修大学社会科学年報第 49 号
「県政界の長老、津島文治氏が死去された。生
来、決して頑強ではなかったが、健康には細心
の注意を払う人だけに、まことに意外であり、
心からその死を悼むものである。津島氏は周知
のように戦前からから輝かしい政治歴を持って
おり、ことに戦後初の民選知事として県民に親
しまれた。知友は“文学青年”としての津島氏
の側面を語るけれども、生まれつきの政治家と
いってよいほど、政治好きの印象を与えた。そ
の意味では参院議員という現役のまま死所を得
たことはせめてもの慰みといえるかもしれない。
……」（『東奥日報』1973年5月8日）。
上記の記事は、筆者にはやや皮肉な弔文記事
に思えてならない。津島文治は、金木町の町長
選に当選して以来、終始一貫して政治家として
の道を歩み続けた。事実、津島は金木町選挙、
県議会選挙、衆議院選挙、知事選挙、再度にわ
たる衆議院選挙、そして参議院選挙という具合
に、その生涯を通じて13回に及ぶ選挙に出馬
している。けれども、1963年の衆院選の時を
除いてすべての選挙で勝利してきた、いわば
“選挙のプロ”であった。
津島文治は、根っからの選挙好きで、しかも、
普段はひ弱な感じがしたけれども、町長、県議
会議員、知事、衆議院議員、および参議院議員
と各種の選挙に出馬するごとに別人のように元
気になり、まるで津島にとっての健康方法は選
挙であった、かのように思える（松岡孝一「初代
民選知事誕生の日」、前掲書『清廉一徹』、133頁）。
多くの関係者が指摘するように、津島文治は
大の選挙好きであり、政治家として恐らく血が
騒ぐのであろうか、こと選挙の話になると目の
色が輝きを増した、という。つまり、津島は
“選挙ほど国民大衆に与える娯楽はない”と言
い切っているほどで、自身も選挙は飯より好き
だった。何故なら、選挙の結果しだいによって
「県政界地図の色彩も変わる」からである（福
島常作『文治先生行状記』〔北の街社、1978年〕、71、
83頁。同書には、県知事時代の津島の人となりが描か
れていて興味深い。津軽地方の選挙は一種のお祭的色
彩が濃厚である。選挙の時は飲めや歌いの騒ぎで迎え、
有権者は仕事をそっちのけで、選挙運動に没頭する者
も少なくない。もちろん、その場合、金銭も飛び交う。
先般、平川市の市長選〔2014年1月〕で、市議20名中
15名が収賄容疑で逮捕された事件は、津軽の“金権選
挙”の一端を示している）。
津島は選挙の時には、自ら各地の得票にいち
いち目を通すだけでない。前何回分かの選挙得
票の新聞切り抜き記事を後世大事に持参して、
今回の得票と詳細に比較・検討した。その上で、
票の伸び縮みの方向に探りをいれ、非喜交々の
表情を繰り返した（同上、87 ～ 88頁）。
津島は鍛え上げた“政治家”であっただけに、
政治の裏話は得意中の得意で、また選挙予想も
極めて正確であった。津島知事時代に秘書を務
めた福島常作は、次のように津島の政治家とし
ての力量を評価している。
「先生は深慮遠謀の人である。いやしくも容
易に心中を明かさぬので、全く心のつかみ難い
人だと言われた。人であれ、物であれ、常に一
定の距離からじっとひややかに見る。そういっ
た人であった。自分の施策に対しても、常に客
観的に他人の目で見ることのできる人であった。
先生の支持者は多い。それはこれまでの選挙（の
勝利）が如実に物語っている」（同上、125頁）。
最後に、一言付言しておくならば、津島文治
が政治家として最大に偉いところは、結局、政
治によって財をなすということには無頓着であ
って、知事時代から金銭に関する公私の区別は
ことのほかに厳しく、生涯「井戸塀政治家」と
しての姿勢を貫いた点であろう。
